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混
成
団
は
、
平
成
30
年
９
月

２
日
（
日
）
、
17
日
（
祝
・
月

）
滋
賀
県
、
大
津
市
が
そ
れ
ぞ

れ
主
催
す
る
総
合
防
災
訓
練
に

参
加
し
た
。
防
災
訓
練
は
毎
年

９
月
１
日
「
防
災
の
日
」
に
併

せ
、
滋
賀
県
下
各
地
方
自
治
体

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。
参
加
し

た
第
１
０
９
教
育
大
隊
は
、
各

関
係
機
関
と
の
連
携
要
領
を
演

練
し
、
災
害
対
処
能
力
の
向
上

を
図
っ
た
。

ま
た
、
10
月
13

日
（
土
）
か
ら
14
日
（
日
）
ま

で
の
間
、
中
部
方
面
隊
が
担
任

す
る
南
海
レ
ス
キ
ュ
ー
30
が
開

催
さ
れ
方
面
区
内
の
各
部
隊
で

様
々
な
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

混
成
団
に
お
い
て
も
、
隷
下
で

常
備
自
衛
官
と
即
応
自
衛
官
で

編
成
さ
れ
る
第
49
普
通
科
連
隊

が
参
加
し
た
。
本
訓
練
に
参
加

し
た
第
49
普
通
科
連
隊
の
即
応

予
備
自
衛
官
は
、
当
初
、
航
空

自
衛
隊
岐
阜
基
地
に
お
い
て
大

型
輸
送
機
に
物
資
を
積
載
、
そ

の
後
、
南
紀
白
浜
空
港
へ
物
資

を
空
輸
し
、
到
着
後
は
、
ア
メ

リ
カ
海
兵
隊
の
大
型
輸
送
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
等
へ
の
物
資
積
み
替

え
作
業
等
を
演
練
し
し
た
即
応

予
備
自
衛
官
。
ア
メ
リ
カ
海
兵

隊
と
の
迅
速
な
連
携
を
図
る
と

と
も
に
、
災
害
対
策
力
の
向
上

を
図
っ
た
。

新
副
団
長

堀

次
郎

一
等
陸
佐

着
任

●
出
身
地

大
阪
府

●
生
年
月
日

昭
和
四
十
一
年
八
月
十
七
日

●
職

種

特
科

●
経

歴

第
十
二
特
科
連
隊

（
宇
都
宮
）

同
中
隊
長

（
同
）

第
九
師
団
司
令
部

（
青
森
）

陸
上
幕
僚
監
部
調
査
部

（
市
ヶ
谷
）

同
運
用
支
援
・
情
報
部

（
同
）

第
一
二
〇
特
科
大
隊
長

（
上
富
良
野
）

東
北
方
面
総
監
部
防
衛
部
防
衛
課

（
仙
台
）

第
五
旅
団
司
令
部
第
三
部
長

（
帯
広
）

陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
教
官

（
目
黒
）

中
部
方
面
総
監
部
装
備
部
後
方
運
用
課
長

（
伊
丹
）

陸
上
自
衛
隊
幹
部
学
校
教
育
部
教
務
課
長

（
目
黒
）

現
職

平
成
30
年
８
月
１
日

新
た
に
中
部
方
面
混
成
団
副
団
長

と
し
て
堀
次
郎
１
等
陸
佐
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

副
団
長齊

藤

肇
夫

一
等
陸
佐

離
任

齊
藤
副
団
長
は
37
年
の

自
衛
隊
生
活
を
全
う
さ
れ

平
成
30
年
８
月
１
日
付
け

を
も
っ
て
陸
将
補
に
特
別

昇
任
さ
れ
、
定
年
退
官
さ

れ
ま
し
た
。

本
当
に
お
つ
か
れ
さ
ま
で

し
た
。

【滋賀県総合防災訓練】

【大津市総合防災訓練】

【３０南海レスキュー訓練】

【団長より堀１佐紹介】



か け は し

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

第
四
十
七
普
通
科
連
隊

そ
し
て
、
た
と
え
今
後
私
自
身
が
被
災
し
た
と
し
て
も
主
人
は
別
の
被
災
者

を
助
け
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
と
自
分
が
し
っ
か
り
し
な
く
て
は
と
気
が

引
き
締
ま
る
よ
う
で
し
た
。
過
酷
な
現
場
で
働
く
主
人
を
心
配
す
る
気
持
ち
も

大
切
で
す
が
、
心
配
は
ほ
ど
ほ
ど
に
主
人
を
応
援
し
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
一
緒
に
暮
ら
し
始
め
、
仕
事
で
疲
れ
て
帰
っ
て
来
た
時
に
は
主
人
の
好

き
な
焼
肉
を
焼
い
て
帰
り
を
待
つ
こ
と
に
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

宮
本

梢

第
１
中
隊

宮
本
３
曹
夫
人

昔
の
Ｃ
Ｍ
の
セ
リ
フ
で
亭
主
元
気
で
留
守
が
い
い
と
い
う
奥
の
深
そ
う
な
言

葉
も
あ
り
ま
す
し
、
主
人
が
留
守
に
し
て
い
る
間
も
主
人
が
安
心
し
て
仕
事
を

し
て
帰
っ
て
こ
れ
る
よ
う
に
楽
し
い
家
庭
を
築
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
西
日
本
豪
雨
が
あ
り
主
人
か
ら
災
害
派
遣
に
行
っ
て
く
る
と
連

絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
私
は
土
砂
崩
れ
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
な
い
か
、

ケ
ガ
は
し
て
い
な
い
か
、
体
調
を
崩
し
て
い
な
い
か
心
配
し
な
が
ら
毎
日
ニ
ュ

ー
ス
を
見
る
こ
し
か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
い
る
と

警
察
官
、
消
防
隊
員
、
そ
し
て
自
衛
官
の
方
々
の
救
助
活
動
が
毎
日
流
れ
、
と

て
も
頼
も
し
く
、
心
強
く
感
じ
、
知
ら
な
い
土
地
で
暮
ら
す
こ
と
に
不
安
に
感

じ
て
い
た
こ
と
が
と
て
も
小
さ
く
思
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

我
が
家
は
、
平
成
三
十
年
三
月
に
入
籍
し
た
い
わ
ゆ
る
新
婚
ホ
ヤ
ホ
ヤ
で
す

。
主
人
は
熊
本
出
身
で
京
都
の
福
知
山
駐
屯
地
に
勤
務
後
、
今
年
三
月
に
善
通

寺
駐
屯
地
へ
異
動
と
な
り
ま
し
た
。
私
は
関
西
出
身
で
他
の
地
方
で
暮
ら
し
た

こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
主
人
か
ら
善
通
寺
駐
屯
地
へ
異
動
の
話
を
聞
い
た
時
は

い
よ
い
よ
私
も
関
西
を
出
る
時
だ
と
い
う
ワ
ク
ワ
ク
も
あ
り
ま
し
た
が
家
族
や

友
人
と
離
れ
る
こ
と
が
寂
し
く
感
じ
、
演
習
な
ど
で
家
を
留
守
に
す
る
こ
と
も

多
い
主
人
を
考
え
る
と
私
は
知
ら
な
い
土
地
で
し
っ
か
り
暮
ら
し
て
い
け
る
か

不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
多
少
不
安
は
あ
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
生
活

に
つ
い
て
二
人
で
話
し
合
い
入
籍
し
、
今
年
の
年
末
の
同
居
を
目
指
し
現
在
そ

れ
ぞ
れ
香
川
県
と
兵
庫
県
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

さ
ん

男
前

重
迫
撃
砲

平
成
三
十
年
四
月
八
日
～
六
月
十
三
日
ま
で
の
間
、
連
隊
が
勤
務
多

忙
の
１
四
期
に
陸
曹
上
級
課
程
に
入
校
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
教
育
入
校
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
入

校
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
着
隊
し
て
み
る
と
初
曹
並
み
に
、

い
や
初
曹
よ
り
も
ゴ
リ
ゴ
リ
な
感
じ
で
ド
ン
引
き
し
ま
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
い
く
つ
に
な
っ
て
も
ど
の
階
級
で
も
初
心
を
忘
れ
ず
謙
虚
な

気
持
ち
で
事
に
臨
む
大
切
さ
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

よ

中
隊

一
曹

藤
村

幸
二
朗

っ
最
後
に
、
忙
し
く
時
間
に
追
わ
れ
る
教
育
で
し
た
が
休
日
は
同
期

と
駆
け
足
で
比
叡
山
に
登
り
、
京
都
へ
降
り
て
大
文
字
山
か
ら
京
都

市
街
を
一
望
し
温
泉
や
、
夜
は
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
で
国
防
に
つ
い
て
語

り
合
っ
た
り
と
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
に
お
薦
め
な
の
で
ぜ
ひ
ど
う
ぞ
！

上
曹
教
育
で
は
、
自
分
の
任
務
・
地
位
・
役
割
を
は
じ
め
自
分
が

何
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
か
、
そ
の
為
に
何
を
考
え
な
け
れ
ば
い

け
な
い
か
を
学
び
、
ま
た
同
期
の
方
々
の
教
育
に
対
す
る
ひ
た
む
き

な
姿
・
学
ぶ
こ
と
に
貪
欲
な
姿
勢
・
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
む
姿

を
見
て
、
今
の
自
分
や
自
分
が
こ
の
先
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
さ

せ
ら
れ
る
二
カ
月
間
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
謙
虚
な
気
持
ち
と
向
上
心
を
忘
れ
ず
、
部
隊
で
活
躍
す

る
こ
と
が
教
育
に
携
わ
っ
て
く
れ
た
方
々
や
送
り
出
し
て
く
れ
た
部

隊
へ
の
恩
返
し
だ
と
思
う
の
で
日
々
精
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

新
第
四
十
七
普
通
科
連
隊
長

佐
藤

篤

一
等
陸
佐

着
任

平
成
30
年
８
月
１
日

新
た
に
第
四

十
七
普
通
科
連
隊
長
と
し
て
佐
藤
篤
一

等
陸
佐
が
着
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
出
身
地

京
都
府
木
津
川
市

●
生
年
月
日

昭
和
四
十
四
年
三
月
六
日

●
職

種

普
通
科

●
経

歴

第
十
八
普
通
科
連
隊

（
真
駒
内
）

第
一
空
挺
団
普
通
科
群

（
習
志
野
）

空
挺
教
育
隊

（
同
）

第
一
空
挺
団
普
通
科
群

（
同
）

幹
部
候
補
生
学
校

（
目
黒
）

空
幕(

総
隊
司
令
部)

（
横
田
）

第
一
空
挺
団
普
通
科
中
隊
長
（
習
志
野
）

陸
幕
運(

運
支)

（
市
ヶ
谷
）

第
十
一
旅
団
第
二
部
長

（
真
駒
内
）

富
士
学
校
普
通
科
部

（
富
士
）

西
部
方
面
総
監
部
情
報
部

（
健
軍
）

部
隊
訓
練
評
価
隊

（
北
富
士
）

部
隊
訓
練
評
価
隊
副
隊
長

（
同
）

現
職

【団長より佐藤１佐紹介】

第
四
十
七
普
通
科
連
隊
長

高
山

博
光

一
等
陸
佐

離
任

高
山
一
佐
は
、
二
年
間
第
四
十
七
普

通
科
連
隊
長
と
し
て
勤
務
さ
れ
、
そ
の

職
務
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

離
任
後
は
、
第
四
師
団
司
令
部
付
（

福
岡
）
と
し
て
転
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

登山 ビール
最高！



か け は し

第
四
十
九
普
通
科
連
隊

中
隊
等
訓
練
検
閲
は
、
第
五

中
隊
長
（
三
等
陸
佐

嶋
田

和
央
）
以
下
八
十
二
名
（
即
応

予
備
自
衛
官
五
十
名
が
参
加
）

が
、
課
目
「
陣
地
防
御
（
防
御

準
備
～
防
御
戦
闘
）
」
を
、
通

信
小
隊
長
（
二
等
陸
尉

藤
波

孝
之
）
以
下
二
十
二
名
（
即
応

予

備

自

衛

官

十

六

名

が

参

加
。
）
が
、
課
目
「
防
御
に
お

け
る
通
信
組
織
の
構
成
・
維

持
・
運
営
」
を
二
夜
三
日
の
状

況
下
で
受
閲
し
た
。
小
雨
降
り

し
き
る
な
か
状
況
は
開
始
さ
れ
、

昼
夜
の
寒
暖
の
差
が
激
し
く
高

温
多
湿
の
中
で
の
行
動
と
な
っ

た
が
、
第
五
中
隊
は
中
隊
長
を

核
心
と
し
、
第
一
線
主
戦
闘
地

域
守
備
部
隊
と
し
て
連
隊
の
作

戦
に
最
大
限
寄
与
す
る
べ
く
中

隊
が
一
丸
と
な
り
、
限
ら
れ
た

防
御
準
備
時
間
を
最
大
限
に
活

用
、
所
要
の
偵
察
・
火
力
・
施

設
器
材
調
整
等
を
綿
密
に
行
う

と
と
も
に
堅
固
な
陣
地
を
構
築

し
、
防
御
戦
闘
に
お
い
て
は
組

織
的
な
火
力
を
適
時
に
発
揮
す

る
等
、
強
靭
な
防
御
戦
闘
を
遂

行
し
た
。
一
方
、
通
信
小
隊
は

小
隊
長
指
揮
の
下
、
有
線
構
成

を
は
じ
め
野
外
通
信
シ
ス
テ
ム

（
広
帯
域
多
目
的
無
線
機
）
を

最
大
限
活
用
し
、
通
信
網
の
構

成
・
維
持
・
運
営
を
実
施
、
状

況
の
終
始
を
通
じ
連
隊
の
通
信

を
確
保
す
る
等
、
受
閲
部
隊
そ

れ
ぞ
れ
が
与
え
ら
れ
た
任
務
を

完
遂
し
た
。

第
二
次
連
隊
野
営
訓
練
で
は
、

今
年
十
二
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
中
部
方
面
混
成
団
重
迫
撃
砲

射
撃
競
技
会
に
お
け
る
「
優

勝
」
を
目
標
と
す
る
重
迫
撃
砲

中
隊
の
一
二
〇
ミ
リ
迫
撃
砲
の

練
成
射
撃
を
は
じ
め
、
連
隊
狙

撃
手
練
成
訓
練
、
炊
事
要
員
集

合
訓
練
、
野
営
の
訓
練
基
盤
を

活
用
し
た
普
通
科
中
隊
（
第
一

中
隊
及
び
第
二
中
隊
）
の
小
隊

検
閲
な
ど
を
実
施
し
、
各
種
の

練
度
向
上
を
図
っ
た
。

連
隊
（
連
隊
長

前
野

１
佐
）
は
、
第

七
次
即
応
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
の
一
環
と

し
て
、
九
月
十
三
日
か
ら
十
七
日
ま
で
の
間
、

長
池
演
習
場
に
お
い
て
第
五
中
隊
及
び
通
信

小
隊
に
対
す
る
中
隊
等
訓
練
検
閲
を
、
九
月

二
十
一
日
か
ら
二
十
五
日
ま
で
の
間
、
あ
い

ば
野
演
習
場
に
お
い
て
第
二
次
連
隊
野
営
訓

練
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
。



か け は し

第
四
陸
曹
教
育
隊

第
四
陸
曹
教
育
隊

第132期候補生 ５Ｋｍ走

第
三
十
一
代
第
四
陸
曹
教
育
隊
長

北
村

厚

一
等
陸
佐
着
任

●
統
率
方
針

「
一
蓮
托
生
」

●
要
望
事
項

「
責
務
完
遂
」
「
謙
虚
誠
実
」
「
か
内
安
全
」

●
出
身
地

三
重
県

●
生
年
月
日

昭
和
三
十
八
年
八
月
二
十
日

●
職

種

普
通
科

●
経

歴

第
三
普
通
科
連
隊

（
名

奇
）

富
士
学
校
普
通
科
部

（
富

士
）

第
三
十
五
普
通
科
連
隊

（
守

山
）

富
士
学
校
普
通
科
部

（
富

士
）

陸
上
幕
僚
監
部
教
育
訓
練
部
教
育
課

（
市
ヶ
谷
）

第
三
十
三
普
通
科
連
隊

（
久

居
）

中
部
方
面
総
監
部
人
事
部
募
集
課

（
伊

丹
）

第
三
十
五
普
通
科
連
隊
副
連
隊
長

（
守

山
）

自
衛
隊
佐
賀
地
方
協
力
本
部
副
本
部
長

（
佐

賀
）

信
太
山
駐
屯
地
業
務
隊
長

（
信
太
山
）

第
十
後
方
支
援
連
隊
副
連
隊
長

（
春
日
井
）

第
十
師
団
司
令
部
監
察
官

（
守

山
）

団長による北村１佐の紹介

巡 閲

第
四
陸
曹
教
育
隊
長

井
川
一
佐
離
任

第
三
十
代
第
四
陸
曹
教
育
隊
長

井
川
三
典
一
佐
は
、
一
年
八
ヶ
月

の
勤
務
を
全
う
さ
れ
、
八
月
一
日

付
を
も
っ
て
第
二
十
七
普
通
科
連

隊
長
兼
ね
て
釧
路
駐
屯
地
司
令
と

し
て
ご
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。

井
川
一
佐
は
、
着
任
以
来
「
情

熱
・
愛
情
」
「
徹
底
」
「
鍛
錬
」

を
要
望
さ
れ
、
隊
を
統
率
し
、
ま

た
、
自
ら
も
実
践
さ
れ
ま
し
た
。団長による井川１佐の紹介記念撮影

陸曹候補生総合訓練（共通）

創隊６４周年祝賀会食

対戦車誘導弾教習射撃

定年退官パーティー（奥田３尉） 隊防災応急対処訓練

中級陸曹集合教育総合訓練



か け は し

第
一
〇
九
教
育
大
隊

第
２
次
募
集
期

自
衛
官
候
補
生
課
程
教
育
入
隊

予
備
自
衛
官
、
予
備
自
衛
官
補

そ
れ
ぞ
れ
召
集
訓
練
開
始

大
隊
（
大
隊
長

西
川

二
佐
）
は
、
七

月
よ
り
第
２
次
募
集
期
自
衛
官
候
補
生
六
十

六
名
を
受
け
入
れ
、
第
三
一
四
共
通
教
育
中

隊
が
教
育
を
担
任
実
施
中
で
あ
る
。
入
隊
し

た
新
隊
員
た
ち
は
全
員
で
声
高
ら
か
に
宣
誓

文
を
読
み
上
げ
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

今
年
の
夏
は
例
年
に
な
い
猛
暑
日
が
続
き

厳
し
い
環
境
の
中
で
の
教
育
訓
練
で
あ
る
が

、
同
期
と
の
絆
を
深
め
な
が
ら
、
日
々
逞
し

く
成
長
を
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
も
大
隊
は
、
熱
意
と
愛
情
を
持

っ
て
教
育
に
臨
ん
で
い
く
所
存
で
あ
る
。

大
隊
は
、
七
月
二
十
日
か
ら
平
成
三
十

年
度
予
備
自
衛
官
招
集
訓
練
（
計
六
回
・

延
約
二
○
○
名
参
加
予
定
）
及
び
予
備
自

衛
官
補
招
集
教
育
訓
練
（
計
二
十
五
回
・

延
約
一
四
○
○
名
参
加
予
定
）
を
そ
れ
ぞ

れ
開
始
し
た
。

訓
練
開
始
式
に
お
い
て
は
大
隊
長
よ
り

予
備
自
衛
官
補
旗
を
授
与
さ
れ
た
隊
員
た

ち
は
、
大
学
生
等
を
中
心
と
し
、
志
高
く

自
衛
隊
へ
の
関
心
も
高
い
若
者
た
ち
が
こ

の
大
津
駐
屯
地
に
つ
ど
い
、
ひ
た
す
ら
訓

練
に
励
む
姿
は
、
誠
に
心
強
く
感
じ
ら
れ

る
。そ

の
気
持
ち
を
汲
み
、
大
隊
は
、
熱
意

と
愛
情
を
持
っ
て
教
育
に
臨
ん
で
い
く
所

存
で
あ
る
。

入隊式での宣誓

武器授与式 駐屯地内での１０キロ行進訓練

予備自衛官補旗の授与

訓練開始式 基本教練



か け は し

第
一
一
〇
教
育
大
隊

大
隊
（
大
隊
長

藤
井
二
佐
）
は
、

七
月
三
十
日
よ
り
自
衛
官
候
補
生
の
教

育
を
開
始
し
た
。

八
月
四
日
に
実
施
さ
れ
た
入
隊
式
で

は
、
全
員
で
声
高
ら
か
に
宣
誓
し
た
後

一
人
ひ
と
り
が
順
番
に
自
分
の
名
前
を

呼
称
し
て
そ
の
決
意
を
式
場
内
に
響
か

せ
た
。

八
月
の
酷
暑
の
中
始
め
た
教
育
で
あ

っ
た
が
、
暑
さ
に
負
け
ず
同
期
で
切
磋

琢
磨
し
こ
れ
を
乗
り
切
っ
て
い
る
。

休
日
に
は
石
鎚
山
登
山
で
団
結
の
強

化
を
図
り
、
史
跡
研
修
と
し
て
訪
れ
た

坂
村
真
民
記
念
館
で
は
道
徳
心
の
涵
養

を
図
っ
た
。

自
衛
官
候
補
生
は
約
三
ヶ
月
の
教
育

を
修
了
し
た
後
、
晴
れ
て
自
衛
官
に
任

官
し
、
十
一
月
一
日
に
後
期
部
隊
へ
と

旅
立
つ
。

【着隊・受付】

【武器授与式】

【ガス体験】

【基本教練】

【武器分解・結合】

【戦闘訓練】 【２００ｍ射撃】

【体力検定】

【石鎚山登山】

【史跡研修】

【歩哨訓練】

【２５㎞行進】

【着隊・受付】【縫いつけ】

【着隊時集合写真】

九
月
二
十
八
日
、
第
十
二
期
一
般
陸
曹
候
補
生
十
一

名
が
松
山
駐
屯
地
に
着
隊
し
た
。

期
待
と
不
安
に
揺
れ
る
面
持
ち

の
隊
員
を
第
三
三
二
共
通
教
育
中

隊
の
隊
員
が
温
か
く
出
迎
え
、
こ

れ
か
ら
約
三
ヶ
月
の
教
育
を
共
に

実
施
し
て
い
く
。

大
隊
は
、
平
成
三
十
年
七
月

か
ら
平
成
三
十
年
度
予
備
自
衛

官
補
招
集
教
育
訓
練
を
実
施
し

て
い
る
。

訓
練
開
始
式
で
は
、
四
十
二

名
の
隊
員
が
予
備
自
衛
官
を
目

指
し
決
意
を
新
た
に
し
た
。

【入隊式】

【訓練開始式】

【体力検定】 【基本教練】


